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　４月21日に行われた、サッカーＪ２四国ダービー（徳島ヴォルティス対愛媛ＦＣ）の応援に訪れた愛媛県民の皆さんに、本町
の特産品であるニンジンを無料配布しました。これは、色鮮やかで風味豊かな藍住のニンジンを県外の人たちにも知ってもら
うために、町がＪＡ板野郡藍園支所人参部会、徳島ヴォルティスホームタウン協議会の協力を得て配布したものです。
　また、町食生活改善推進協議会「藍愛グループ」の皆さんにもご協力いただき、 「新鮮なっ！とくしま号」で調理した人参
ジュースを配布しました。
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平成25年４月末現在（　）内は前月比
人　口 34,291人 （＋36） 15歳未満 5,408人 （-17）

65歳以上 6,353人 （＋48）

平均年齢 41.8歳

　男 16,471人 （＋14）

　女 17,820人 （＋22）

世帯数 13,081戸 （＋52）

5

藍住の春ニンジンで
おもてなし
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一
斉
清
掃
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

美
し
く
快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
は
地
域
の
環
境
美
化
か
ら
…

※
一
斉
清
掃
の
日
は
、
粗
大
ご
み
を
取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
排
水
路
の
土
砂
処
理（
運
搬
）は
各
自
治
会
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
斉
清
掃
の
土
砂
・
草
木
類
は
、
土
砂
仮
置
場（
地
図
参
照
）で
受
け
入
れ
し
ま

す
。
持
込
み
は
、
付
近
の
方
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
次
の
時
間
内
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

受
入
時
間　
５
月
19
日(

日)　
午
前
８
時
～
午
後
１
時

　

ま
た
、
次
の
注
意
点
に
つ
い
て
も
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
幅
が
狭
い
た
め
、
２
ト
ン
を
超

え
る
車
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

◆
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
進
入

は
係
員
の
指
示
に
従
って
く
だ
さ
い
。

◆
土
砂
仮
置
場
ま
で
の
道
路
等
を
汚
さ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
一
般
収
集
日
に
出
せ
る
空
き
ビ
ン
・

空
き
缶
・
燃
や
せ
な
い
ご
み
等
は
、

指
定
日
の
指
定
場
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

生
活
環
境
課

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
）

　
　
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
６
９
２
・
７
４
１
１
）

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
や
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
一
般
廃
棄
物
処

理
実
施
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

本
町
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
、こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
資
源
ご
み
分
別
の
徹
底
等
、
排
出
ご
み
の
減

量
化
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ（
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド 

→ 

生
活
環
境
課
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

生
活
環
境
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
）

５
月
13
日
か
ら
６
月
９
日
は

藍
住
町
環
境
美
化
月
間
で
す　
　

　

環
境
美
化
運
動
も
今
年
で
41
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
町
の
道
路
や
排
水
路
、
公
園
な
ど
を
き
れ
い
に
し
、
快
適
で
住
み
よ
い

町
に
し
ま
し
ょ
う
。

５月19日(日)は町内一斉清掃の日です
（小雨決行）＊雨天の場合５月26日（日）へ延期します

環境美化運動期間土砂仮置場付近地図

住吉神社奥野ニュータウン整体
療術院 

メカドック
藤本

×通行止×

×

通
行
止玉村印刷

正法寺川正法寺川

奥野橋

土砂仮置場

出口

出口

入口

メディング タマムラ
千
鳥
橋

元
村
橋

６名配置

警備員

ゆめタウン徳島

youme
藤川自動車

平成25年度　一般廃棄物処理実施計画

マイバッグ持参運動にご協力を!!

一般廃棄物の排出の状況
種　　　　　　類 排 出 量 計

家
　
庭
　
系
　
ご
　
み

燃   や   せ   る   ご  み 6,200 t

9,352 t

燃　 や  せ　 な　 い　 ご   み 150 t

資 源 ご み

缶               類 70 t
び       ん       類 250 t
ペ ッ ト ボ ト ル 60 t
蛍光灯・古着・古紙類 1,302 t
廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 1,000 t
乾 電 池・ 金 属 類 80 t

粗    大      ご    み 240 t
事      業      系    ご 　   み 1,800 t 1,800 t

し 

尿
し                             尿 600 t

10,600 t
浄    化    槽    汚    泥 10,000 t
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平成23年度決算の財務諸表

新地方公会計制度のはじまり
　これまでの地方自治体の会計は、家計簿のような「現金主義」を採用していました。
　「現金主義」とは、定められた予算の中で現金を支出するため、予算をまとめやすく、現金の流れのみを把握するものです。

　しかし、「現金主義」では会計上は記録の対象とならず、減価償却などのストック情報やフロー情報が見えてきません。

　そのため、全ての資産、負債情報等も把握する必要があることから「発生主義」の考え方が導入されました。それが「新
地方公会計制度」のはじまりです。

　はじまりのきっかけは現実に起こった自治体の財政破綻でした。
　住民への行政サービスの低下を防ぐため、これまでに地方自治体の資産・債務管理に関する公会計整備推進の法律
や方針が示されてきました。

　平成18年8月31日地方行革新指針では、財務書類4表の作成・活用を通じ、未利用財産の売却促進や資産の有効活用
等の改革の方向性と具体的な施策を3年以内に策定すること、さらに平成19年10月17日の「公会計の整備推進について」
とともに公表の新地方公会計制度実務研究会報告書では以下のことが明記されています。

1. 地方公共団体は、総務省の「新地方公会計制度研究会」が示した「基準モデル」又は「総務省改訂モデル」に沿った発生
主義・複式簿記の考え方を導入し、地方公共団体単体及び関連団体（土地開発公社等）の連結ベースでの4つの財務諸
表を整備すること

2. 人口3万人以上の都市は平成21年度中に作成し、情報を開示すること

　財務諸表作成方式には「総務省方式改訂モデル」と「基準モデル」と2種類あります。全体の約8割の自治体が「総務省方
式改訂モデル」を作っています。

　藍住町でも「総務省方式改訂モデル」を採用しています。

財務諸表とは
　予算書や決算書などの今までの公会計とは別に、藍住町の財務状況を表す新たな取り組みとして、次の財務諸
表を作成しました。

①資産や負債の状況などを表す 「貸借対照表」
②人件費や減価償却費などの経費を表す 「行政コスト計算書」
③純資産の１年間の変動内容を表す 「純資産変動計算書」
④資金収支の状況を性質別に３つの区分に表す 「資金収支計算書」

以上の４表を表したものが財務諸表と呼ばれ、自治体評価のための情報でもあります。

ストック情報
資産や負債などの一定時点の状態を表します。

フロー情報
人件費や物件費などを一定期間の実績の情報を表します。

貸借対照表
行政コスト計算書
純資産変動計算書
資金収支計算書



　　　貸借対照表を住民1人あたりに換算すると･･･

貸借対照表(バランスシート)
　貸借対照表（バランスシート）は、会計年度末に藍住町が保有している資産と、その資産を取得するために使った
お金の調達方法を表しています。現金の収支に注目するこれまでの決算書では表示することができなかった、藍住
町の財産や負債など、現在までの資産形成の結果を知ることができます。

【資産の部】

公共資産 42,145,700

投資等 4,714,177
　投資及び出資金 59,300
　基金等 4,461,429
　その他 193,448

流動資産 1,384,324
　現金・預金 1,337,390
　（うち歳計現金） 518,676
　 未収金 46,934

資産　合計 48,244,201

【負債の部】

固定負債 9,416,589
　地方債 6,656,405
　退職手当引当金 2,760,184
　その他 0

流動負債 886,346
　翌年度償還予定地方債 749,129
　賞与引当金 137,217
　その他 0

負債合計 10,302,935
【純資産の部】

　　　純資産合計 37,941,266
負債+純資産 合計 48,244,201
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平成23年度決算の財務諸表

流動比率
　翌年度支払い予定の負債額に対して、すぐに支払いに充て
ることのできる現金・預金がどのぐらいあるのかを示す指標
です。（流動比率＝流動資産÷流動負債）
藍住町の流動比率 ＝ 156.18%
※100%以上が健全とされています。

純資産比率
　現在所有している資産について、現世代でどの
くらい既に支払っているかを示す指標です。

（純資産比率＝純資産÷資産総額）
藍住町の純資産比率 ＝ 78.64%
※地方公共団体の平均的な値は60〜70％です。

単位：（万円）

借方

160

140

120

100

80

60

40

20

0
貸方

流動資産 投資等 公共資産
純資産 流動負債 固定負債

～貸借対照表の主な分析指標～

地方債の残高や退職手当な
どの総額
将来世代が負担する金額

道路や学校等の整備の財源
として受けた国や県からの補
助金や地方税などの総額
これまでの世代が負担して
きた金額

現金・預金と現金化しやすい 
地方税などの未収金の総額

特定の目的で積み立てた基
金や出資金などの総額

道路や学校など藍住町が保
有する公共施設の総額

所有している土地や建物、車など

約124万円

現金や普通預金等

約4万円

有価証券や定期預金等
約14万円

負債＝
将来支払わなければならないお金

ローンの残高等

約30万円　　　　　　　

資産取得の際の資金の調達方法

純資産＝
すでに支払ったお金

土地や建物の購入のための
親からの援助金や、自己資金等

約112万円　　　　　　

現在保有している資産の総額

約142万円

単位：（千円）
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純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産の部の増加要因と減少要因を計上
し、純資産が１年間でどのように変動したのかを示して
います。
　純資産の増加要因には、行政サービスの対価として支
払われる以外の収入（税収や国・県からの補助金等）があ
り、減少要因には、行政コスト計算書で算出される純経
常行政コストや災害復旧等で臨時的に必要となった支出
等が計上されます。

単位：（千円）

前年度末の残高	 37,797,447
純経常行政コスト	 △	7,750,846
経常的な収入	 8,077,754
臨時損益	 △	183,089
その他	 0

当年度末の残高	 37,941,266

　純資産が昨年度よりも増加した場合は、負債の増
加より資産の増加のほうが多かったことを示してい
ます。逆に純資産が減少した場合は、行政コストが
多くかかっていたり、資産の増加より負債の増加が
多かったことを示しています。

資金収支計算書
　貸借対照表の現金が１年間でどのように変化したのかを
表しています。現金の使いみちによって３つの区分に分け、
どのような行政活動にいくら使ったのかが分かります。

単位：（千円）

前年度末の残高	 457,816
経常的収支	 2,079,145
公共資産整備収支	 △	935,603
投資・財務的収支	 △	1,082,682

当年度の資金変動額	 60,860
当年度末の残高	 518,676

単位：（千円）

　　　区分　　　　　　　　　　　　　	金額
経常費用	 8,200,913
　　　人にかかるコスト	 1,876,093
　　　物にかかるコスト	 3,044,590
　　　移転支出的なコスト	 3,124,465
　　　その他のコスト	 155,765
経常収益	 450,067
　　　使用料・手数料	 388,294
　　　分担金・負担金・寄附金	 61,773
純経常行政コスト	 7,750,846

移転支出的なコストには社会保障の
給付や他会計への繰出金等が計上
されます。

職員給与のほかに、賞与引当
金や退職手当引当金の繰入
額が計上されます。

物件費のほかに、施設の維持
補修費や減価償却費が計上
されます。 行政サービスの直接の対価である

使用料・手数料と分担金・負担金・
寄附金を経常収益として計上します。

経常的収支
　行政サービスの提供で必要となる人件費や物件費な
どの支出と税収などによる収入が計上されます。
公共資産整備収支
　道路や施設の取得のために支出した金額とその財源
となった公債や補助金が計上されています。
投資・財務的収支
　支出には基金への積立額や公債の償還額が、収入には
公債発行収入や貸付金の回収額等が計上されます。

その他のコストには支払利息
などが計上されます。

お祝金・
お見舞金等 7.7%

子供への仕送り
11.1%

町内会費 1.9% 借金の金利 1.3%

食費
19.9%

外食費
3.0%

水道光熱費・
衣服費・旅費等
22.3%

家の修理費
0.6%

減価償却費
14.3%

医療費
17.3%

雑費 0.6%

行政コスト計算書
　行政サービスを提供する際に発生する支出のうち、資産の取得（土地や建物の購入等）にかからない支出と、行政サービ
スの対価として得られた収入を計上しています。純経常行政コストがマイナスになっていますが、これは行政コスト計算書
上の収入に、行政サービスの直接的な収入のみを計上しているためです。

１年間の行政コストを年収360万の家計に換算すると･･･
家計の支出項目 家計の出費額

（千円） 財務諸表項目 構成比率

食費
外食費
水道光熱費・衣服費・旅費等
家の修理費
減価償却費
医療費
お祝金・お見舞金等
子供への仕送り
町内会費
借金の金利
雑費

716
108
803
21
515
623
277
400
68
47
22

人件費
退職手当引当金繰入・賞与引当金繰入
物件費
維持補修費
減価償却費
社会保障給付
補助金等
他会計等への支出額
他団体への公共資産整備補助金
支払利息
その他行政コスト

19.9%
3.0%
22.3%
0.6%
14.3%
17.3%
7.7%
11.1%
1.9%
1.3%
0.6%
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情報公開条例の運用状況 個人情報保護条例の運用状況

～
受
給
者
の
方
は
、忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
～

６
月
３
日（
月
）か
ら
児
童
手
当
の
現
況
届
を
受
付
し
ま
す

　

現
況
届
は
、
受
給
資
格
を
審
査
す
る
た

め
の
大
切
な
届
出
で
す
。
届
出
が
な
け
れ

ば
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
、
未
提
出
の
ま
ま
２
年
が
経
過
す
る

と
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

６
月
３
日（
月
）～
７
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
受
付
日
を
指
定

し
て
い
ま
す
。
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、

６
月
10
日（
月
）か
ら
６
月
28
日（
金
）ま

で
の
開
庁
時
間
内
に
福
祉
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

役
場
１
階（
町
民
ホ
ー
ル
）

　５月は軽自動車税の納付月です。
　納め忘れのないよう注意しましょう。

納期限 ５月27日（月）
※口座振替をご利用の方は、前日まで

に口座へご入金ください。

問  税務課（☎６３７・３１１７）

県 か ら の お 知 ら せ

～自動車税は納期内に～
　今年度の自動車税の納期限は次のと
おりですので、納期内に納めてください。

納期限 ５月31日（金）
※領収証書に添付されている納税証

明書は、車検（継続検査又は構造
等変更検査）の際に必要ですので、
大切に保管してください。

問  東部県税局自動車税庁舎
（☎６４１・２３２３）

手
続
に
必
要
な
も
の    

◦
通
知（
５
月
下
旬
ご
ろ
送
付
予
定
）

◦
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
の
印
鑑
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
）

◦
受
給
者
の
加
入
年
金
が
分
か
る
も
の

◦
平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に
藍
住
町
へ

転
入
さ
れ
た
方
は
、
父
母
そ
れ
ぞ
れ
の

平
成
25
年
度
所
得
課
税
証
明
書（
平
成

25
年
１
月
１
日
に
住
所
が
あ
っ
た
市
町

村
発
行
の
も
の
）

※
世
帯
の
状
況
に
よ
り
、
別
途
書
類
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
手
続
に
必
要
な
書
類
は
、
個
別
通
知
に

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問

 

福
祉
課（
☎
６
３
７・３
１
１
４
）

今月の納税

　藍住町情報公開条例（藍住町条例第183号）第21条の規
定により、平成24年度における同条例の運用状況を次の
とおり公表します。

4　不服申し立ての状況 なし

４　個人情報の訂正請求の状況　　　なし
５　個人情報の利用中止請求の状況　なし
６　不服申し立ての状況　　　　　　なし

3　公文書公開の実施機関別内訳

町長部局 総 務 課 １件
建 設 産 業 課 １件

計 ２件
教 育 委 員 会 部 局 ３件
議 会 事 務 局 ０件
農 業 委 員 会 １件

合　　　　　計 ６件

２　公文書公開の請求者別内訳
区　　　分 人数

町内に住所を有する者 ６人
実施機関の事務事業に利害関係を有する者 ０人

注　同時に複数の方から申請のあったものについては「１人」として計上しています。

１　情報公開の状況

区　　分
公文書の公開

請　求 処理の状況
公　開 部分公開 非公開 不受理

件数又は人数 ６件 ３件 ３件 ０件 ０件
注　「不受理」とは、当該公文書が不存在であるため、請求書を受理しなかった場合をいいます。

１　開示請求の処理状況

区　	分
個　人　情　報　の　開　示

請　求 処　理　の　状　況
開　示 部分開示 非開示 請求拒否 取り下げ

件数又は人数 ２件 １件 ０件 １件 ０件 ０件
注1　「請求拒否」とは、開示の請求に係る個人情報を保有していない等のため、開示の請求書 
　　　を拒否したものです。
注２　「取り下げ」とは、保有個人情報の提供等により請求が取り下げられたものです。

２　開示請求の請求者別内訳
区　　　分 人数

本　　　　　　　　人 １人
代　理　人 法　定　代　理　人 ０人

法定代理人以外の代理人 １人
合　　　　　　　　計 ２人

注　同時に複数の方から申請のあったものについては「１人」として計上しています。

３　開示請求者の実施機関別内訳
町長部局 住　　　民　　　課 １件

健　康　推　進　課 １件
計 ２件

教　　育　　委　　員　　会 ０件
議　　会　　事　　務　　局 ０件
農　　業　　委　　員　　会 ０件
合　　　　　　　　　　　計 ２件

　藍住町個人情報保護条例（藍住町条例第200号）第33条
の規定により、平成24年度における同条例の運用状況を
次のとおり公表します。
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 生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、合併処理浄化槽の設置に対し補助金を交付し
ています。
補助対象
　平成26年３月31日までに10人槽以下の合併処理浄化槽を設置して使用開始する方のうち、次の⑴又
は⑵に該当する方。
⑴延床面積の１/２以上を自己等の居住用とする建物に、浄化槽を設置する方
⑵あらかじめ町の確認を受けた設置者から、その建物を自己等の居住用とするために取得する方
　（平成25年度に設置された浄化槽に限ります）

※転換補助とは、同一敷地内でくみ取り便所又は既存単独処理浄化槽を撤去し、合併処理浄化槽を設
　置することです。
留意事項
⑴次に該当する場合は、補助対象外となります。
　・公共下水道事業認可区域内及び地域下水道区域内に浄化槽を設置する場合　
　・販売又は賃貸等を目的とする建物に浄化槽を設置する場合
⑵必ず着工前（転換補助は既設槽撤去工事前）に申請してください。
⑶補助申請期限は、平成25年12月27日です。ただし、予定数に達した時点で締め切ります。
申 ・問 下水道課（☎637・3123）　

「

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査」

　
　
　
　
　
　
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

肝
炎
は
、
感
染
し
た
状
態
で
放
置
す
る
と

慢
性
肝
炎
か
ら
肝
硬
変
、
肝
が
ん
に
進
行
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
早
期
に
発
見
し
治

療
す
る
こ
と
で
病
気
の
進
行
を
防
ぎ
、
治
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。
県
で
は
、
本
年
度
か
ら

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
早
期
発
見
・
治
療
を
目

的
と
し
て「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
」を
実

施
し
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
、
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
内
の
検
査
実
施
医
療
機
関

　

安
芸
内
科
・
清
水
内
科
・
香
川
内
科

　

・
近
藤
外
科
内
科
・
浜
病
院

県
内
の
検
査
実
施
医
療
機
関

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
セ
ン
タ
ー（

☎
６
９
２・８
６
５
８
）

　
夏
期
の
節
電
対
策

　
エ
コ
ス
タ
イ
ル
を
実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、
毎
年
５
月
16
日（
木
）か
ら
10
月

31
日（
木
）ま
で
を
エ
コ
ス
タ
イ
ル
実
施
期
間

と
し
て
、
夏
季
軽
装（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）を
励
行

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
こ
の
期
間
は
、
男
性

職
員
は
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
で
勤

務
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
そ
の

他
、
冷
房
時
の
室
温
を
28
℃
に
設
定
、
不
要

な
照
明
の
こ
ま
め
な
消
灯
に
努
め
る
な
ど
、

節
電
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
ター

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

救
命
講
習

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
）を

利
用
し
て
救
命
講
習（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）を

受
講
し
ま
す
と
、
講
習
に
要
す
る
時
間
を
短

縮
で
き
ま
す
。

受
講
方
法

①
板
野
東
部
消
防
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
ｅ

－

ラ
ー

ニ
ン
グ
」を
選
択
し
、
座
学

（
１
時
間
）を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講

後
に
受
講
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

②
受
講
方
法
①
で
発
行
さ
れ
た
受
講
証
明
書

を
１
か
月
以
内
に
県
防
災
セ
ン
タ
ー
に
持

参
し
、
実
技
講
習（
２
時
間
）を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。
受
講
後
に
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

の
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問 

板
野
東
部
消
防
組
合
警
防
課

（
☎
６
９
８・９
９
０
３
）

　
　
県
防
災
セ
ン
タ
ー（
☎
６
８
３・２
１
０
０
）

　
　
６
月
２
日（

日）

は

　
　
自
動
交
付
機
が
使
え
ま
せ
ん

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
自
動
交
付

機（
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の

発
行
）は
６
月
２
日（
日
）、
庁
舎
電
気
工
事

及
び
機
器
調
整
作
業
の
た
め
終
日
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

６
月
３
日（
月
）か
ら
は
通
常
ど
お
り
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
10
時
ま
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

問 

住
民
課（
☎
６
３
７・３
１
１
２
）

合併処理浄化槽設置補助金

（設置補助） ５人槽　177,000円　７人槽　204,000円　10人槽　258,000円
（転換補助） ５人槽　294,000円　７人槽　342,000円　10人槽　432,000円

平成25年度補助金額
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　町では、東南海・南海地震による津波の発生に備え、津波避難訓練を実施します。
　昨年、県が公表した津波浸水想定では、東小学校を指定避難所とする地区が最も浸水するとさ
れており、その対策が急がれているところです。
　今回の訓練は津波発生時に、住民の皆さんが落ち着いて的確に行動し、被害を少しでも軽減す
ることを目的に実施します。指定避難所となっている東小学校までを徒歩又は自転車で移動し、
避難所までの所要時間や避難経路の危険箇所を確認してください。
　この訓練がより一層、実践的なものとなるよう、ご家族、ご近所でお誘い合わせの上、参加を
お願いします。
　また津波避難訓練のほか、防災に関する様々な訓練や体験等を併せて実施しますので、これら
についても参加をお願いします。　
　なお、防災訓練は指定避難所ごとに随時、実施する予定です。
●訓練日
　５月26日（日）（小雨決行）
●受付時間
　午前９時～11時
●避難訓練の対象
　　津波避難訓練は、東小学校が指定避難所となっている方を対象に実施します（地図参照）。
　　なお、津波避難訓練以外の訓練及び体験は、すべての方を対象にしていますので、誰でも参
　加することができます。
　※訓練会場には駐車スペースがありませんので、車での来場はご遠慮ください。
●参加方法
　　訓練に参加される方は、交通事故等に注意しながら、上記の受付時間内
　に東小学校へ徒歩又は自転車でお越しください。会場に到着後、受付を行い、
　各種体験コーナーや消火訓練に参加してください。
●会　場
　藍住東小学校

藍住町津波避難訓練開催！

東小学校　校舎

受 付

東小学校
体育館

Ｎ

避難訓練会場
（運動場・体育館）

入  

口入  

口
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●訓練
　◆避難訓練（東小学校までの所要時間や危険箇所の確認）
　◆消火訓練（消火器の取扱い方法）

●体験コーナー
　◆消防ポンプ車乗車体験（ポンプ車の説明や記念撮影）
　◆地震体験車（過去の大きな地震を体験）
　◆煙体験ハウス（火災時の煙体験）
　◆心肺蘇生法体験（心肺蘇生法やAEDの簡単な説明）
　◆東日本大震災パネル展（震災の写真展示）
　◆防火相談コーナー（防火に関する相談）
　◆家具転倒防止金具等の展示（家具転倒防止金具や取付方法の展示）
　◆木造住宅耐震化相談コーナー（木造住宅の耐震化に関する相談・申請）

●その他
　◆当日、参加者には、参加賞を用意しています。
　◆訓練参加時における自宅の戸締まり、ガスの元栓、電気のブレーカー
　　等の確認は必ず行ってください。

●避難訓練参加対象地区

　※今回はＥ地区（黄色枠内）に住んでいる方が避難訓練の対象です。
問  藍住町総務課危機管理室（☎637 ・3111）

江ノ口 江口

西地
新田

東勝地

正喜地

成長
藍住東中学校

藍住北小学校

藍住東小学校

●

●

幸島逆藤

若宮

江端

東野

東新田

西勝地

E

F
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斗
七
星
、
藍
住
西
ジ
ュ
ニ
ア
エ
ー
ス
、
藍
住
南

Ｊ
Ｖ
Ｃ
、
藍
住
東
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
、ラ
ン
ナ
ー
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

町
指
定
有
形
文
化
財「
敬
台
院
、
忠
英
母
子

併
刻
の
雲
形
位
牌
」（
正
法
寺
蔵
）

指
定
年
月
日　
昭
和
59
年
12
月
１
日

　

元げ
ん

和な

６
年（
１
６
２
０
）、
徳
島
藩
初
代
藩

主
蜂
須
賀
至よ

し
し
げ鎮
が
若
く
し
て
病
死
し
、
嫡ち

ゃ
く
し子

の
忠た

だ

英て
る

が
わ
ず
か
十
歳
で
襲し

ゅ
う

風ふ
う

す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
忠
英
の
代
に
は
、
徳
島
藩
の

危
機
と
言
わ
れ
る
海か

い

部ふ

騒そ
う

動ど
う

が
起
き
る
な

ど
、
苦
し
い
事
態
を
乗
り
越
え
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
と
き
忠
英
の
母
で

あ
る
敬き

ょ
う

台だ
い

院い
ん

は
、
幕ば

っ
か
く閣

を
説
く
な
ど
忠
英
を

力
強
く
支
え
て
、
藩
の
基
礎
固
め
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

　

正
法
寺
に
は
、
忠
英
と
敬
台
院
の
戒
名
が

並
ん
で
刻
ま
れ
た
位
牌
が
あ
り
ま
す
。
母
子

位
牌
は
特
に
珍
し
く
、
忠
英
を
支
え
た
敬
台

院
の
功
績
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

札
板
の
上
部
に
は
雲
形
が
付
け
ら
れ
、
袖
に

は
蜂
須
賀
家
の
定
紋
で
あ
る
卍
文
と
敬
台
院

の
実
家
で
あ
る
小
笠
原
家
の
定
紋
の
三さ

ん
が
い
び
し

階
菱

が
箔
押
し
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
担
当
行
政
相

談
委
員
と
し
て
田

子
統
子
氏（
矢
上
）、

惣
田
美
佐
子
氏（
奥

野
）が
、
平
成
25
年

４
月
１
日
付
け
で

総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員

は
、
国
の
仕
事
や
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
、

県
や
町
が
国
の
委
任
や
補
助
を
受
け
て
行
っ

て
い
る
仕
事
な
ど
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
相

談
を
住
民
の
方
か
ら
受
け
て
、
公
平
・
中
立

の
立
場
か
ら
関
係
機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、そ
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
仕
事
の
こ
と
な
ど
で
困
っ
た
と
き

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課（
☎
６
３
７・３
１
１
２
）

（
敬
称
略
）

 

委
員
長　
鍋　

島　

龍　

夫（
勝
瑞
）

 

委

員　
山　

室　

建　

爾（
矢
上
）

 

委

員　
佐　

藤　

博　

之（
富
吉
）

 

委

員　
山　

田　

俊　

昭（
奥
野
）

 

任

期　
平
成
25
年
４
月
24
日

～
平
成
29
年
４
月
23
日

問 

住
民
課（
☎
６
３
７・３
１
１
２
）

　

少
し
季
節
が
逆
戻

り
し
た
よ
う
な
気
温

と
昨
年
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
北
風
が
吹
く

中
、
吉
野
川
沿
い
の

阿
波
路
を
、
約
１
万

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
大
会
長
の
飯
泉
知
事
の
号
砲

で
ス
タ
ー
ト
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
沿
道
に
駆

け
つ
け
た
人
た
ち
か
ら
の
声
援
を
受
け
て
力

走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
北

藍
住
町
の
文
化
財
13

田子　統子氏惣田　美佐子氏

行
政
相
談
委
員
に

  
田
子
氏
、惣
田
氏
（
再
任
）

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す

春
の
風
物
詩
　
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン

撮影：名田橋付近

新しいスポーツ推進委員
を紹介します

氏　　名 住　所 氏　　名 住　所

谷　野　桂一郎 矢　上 坂　東　秀　宣 奥　野

鍋　島　龍　夫 勝　瑞 香　川　和　也 勝　瑞

井　上　　　武 乙　瀬 西　浦　美代子 住　吉

野　上　康　子 東中富 山　田　基　子 勝　瑞

國　永　さ　き 住　吉 松　田　清　誉 奥　野

白　川　純　司 富　吉 渡　辺　　　靖 東中富

住　田　瑞　子 住　吉 板　東　千奈美 乙　瀬

竹　内　　　進 勝　瑞 松　田　信次郎 徳　命

星  元　郁　美 矢　上 近　藤　弥　生 東中富

楠　本　　　忍 矢　上 小　縣　有　紗 勝　瑞

　４月11日に委嘱式が行われ、次の方たち
がスポーツ推進委員に委嘱されました。

（敬称略）
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町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
る

た
め
に
耐
震
診
断
・
改
修
事
業
に
対
し
て
補

助
金
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
個
人
負
担
を
抑

え
て
、
住
宅
の
耐
震
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断
事
業

耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

①
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

も
の

②
在
来
軸
組
工
法
又
は
伝
統
構
法
に
よ
る
木

造
住
宅

③
３
階
建
て
ま
で
の
住
宅（
現
に
居
住
し
て

い
る
も
の
に
限
る
）

④
１
戸
建
て
、
長
屋
建
て
、
共
同
住
宅
等

耐
震
診
断
の
自
己
負
担
金

①
１
戸
建
て
住
宅
…
３
千
円

②
共
同
住
宅
、
長
屋
建
て
住
宅（
２
戸
扱
い
）

…
６
千
円

③
現
地
調
査
時
に
診
断
員
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い

今
年
度
予
定
診
断
戸
数 　

　

 

１
０
０
戸（
先
着
順
）

耐
震
改
修
事
業

耐
震
改
修
の
対
象
と
な
る
木
造
住
宅 　

  

町
の
耐
震
診
断
事
業
に
よ
り
診
断
を
受
け

た
住
宅
で
あ
り
、
診
断
の
結
果
が「
倒
壊
す

る
可
能
性
が
高
い
」と
診
断
さ
れ
た
住
宅

　

こ
の
事
業
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど

の
大
規
模
地
震
に
よ
る
人
的
被
害
の
軽
減
を
目

的
に
実
施
し
ま
す
。
家
具
の
固
定
は
、
地
震
対

策
に
最
も
安
価
で
効
果
が
大
き
い
と
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
転
倒
防
止
器
具
を
正
し
く
取
り

付
け
な
け
れ
ば
そ
の
効
果
は
半
減
し
て
し
ま
い

ま
す
。
取
付
費
用
に
つ
い
て
も
補
助
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
更
に
、
今
年
度
か
ら
対
象
世
帯

や
補
助
金
額
の
上
限
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
世
帯　

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級
を
所
持

す
る
者
の
み
の
世
帯　

③
要
介
護
認
定
で
要
介
護
３
以
上
の
者
の
み

の
世
帯

④
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
Ａ
１
又
は
Ａ
２
の

手
帳
を
所
持
す
る
者
の
み
の
世
帯

⑤
精
神
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持
す
る
者
の

み
の
世
帯

⑥
対
象
世
帯
①
か
ら
⑤
の
者
の
み
で
構
成
す

る
世
帯

⑦
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
に
よ
る
耐
震

診
断
を
受
診
し
た
世
帯

対
象
と
な
る
費
用

　

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
の
購
入
及
び
取
付

費
用

耐
震
改
修
の
自
己
負
担
金

　

工
事
費（
耐
震
改
修
関
連
工
事
以
外
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
）の
２
／
３
が
助
成
さ
れ
ま
す

（
上
限
は
60
万
円
）

今
年
度
予
定
改
修
戸
数 　

　

15
戸（
先
着
順)

住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

補
助
の
対
象
と
な
る
木
造
住
宅 　

　

町
の
耐
震
診
断
事
業
に
よ
り
診
断
を
受
け

た
住
宅
で
あ
り
、
診
断
の
結
果
が「
倒
壊
す

る
可
能
性
が
高
い
」又
は「
倒
壊
す
る
可
能
性

が
あ
る
」と
診
断
さ
れ
た
住
宅

※
耐
震
改
修
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け
る

（
又
は
受
け
た
）住
宅
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
工
事
の
自
己
負
担
金

  

徳
島
県
→
工
事
費
用（
税
込
）の
１
／
２
が

助
成
さ
れ
ま
す（
上
限
は
40
万
円
）

　

藍
住
町
→
工
事
費
用（
税
込
）の
１
／
６
が

助
成
さ
れ
ま
す（
上
限
は
13
万
３
千
円
）

今
年
度
予
定
改
修
戸
数 　

　

20
戸（
先
着
順
）

耐
震
化
事
業
申
込
期
限  

　

平
成
26
年
１
月
31
日

　
（
金
）ま
で

補
助
金
額

　

１
世
帯
当
た
り
の
取
付
け
に
要
す
る
費

用
の
１
／
２
が
助
成
さ
れ
ま
す（
上
限
額
は

１
万
５
千
円
）

※
取
付
費
用
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
家
具
転

倒
防
止
器
具
等
取
付
講
習
受
講
事
業
者
等

が
、
取
付
工
事
を
施
工
し
た
場
合
に
限
り

ま
す
。

申
込
期
限　

　

平
成
26
年
２
月
28
日（
金
）ま
で

耐
震
化
事
業
・
取
付
け
支
援
事
業

申
込
先

総
務
課
危
機
管
理
室（
☎
６
３
７・３
１
１
１
）

※
申
込
み
に
必
要
な
添
付
書
類
や
そ
の
他
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
町
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る

方
は
、
こ
の
補
助
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
度
木
造
住
宅
耐
震
化
事
業

～
建
物
の
耐
震
化
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
～

平
成
25
年
度
家
具
転
倒
防
止
器
具
等

取
付
け
支
援
事
業

（
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アルコールとの上手なつきあい方③

アルコールと肝臓
藍里病院 副院長

　吉　田　精　次 先生

●アルコールの分解
　お酒を飲みますと、主に小腸で吸収されたアルコールは肝臓へ運ばれます。そこでアセトアルデヒドと水素
に分解され、更にアセトアルデヒドは、酢酸と水素に分解されて最終的には炭酸ガスと水になって体の外に出
ていきます。このアセトアルデヒドを分解する酵素の働きの強さは遺伝的に決まっています。このタイプによっ
て、消化器がんのなりやすさも決定されますが、詳しくは今後の「アルコールとがん」の号でお話しします。

●「人体の化学工場」肝臓
　肝臓は500種類もの化学反応を短時間で行う、人間の内臓の中で最大の臓器です。重さは成人で約1．2kg。
その働きの一つが解毒作用です。この働きを使ってアルコールを分解しています。日本酒１合（アルコール含
有量28g）を分解するのに約４時間かかります（３合だとその３倍の12時間）。肝臓の正常な働きを妨げないと
いう点から言いますと、１日飲酒量の上限は男性でアルコール40g、女性で20gとされていますが、これは分
解酵素が100％ある人（日本人では半数だけ）の話です。酵素が50％の人はその半分です。そして、肝臓を正常
に機能させるためにはアルコールを分解しなくてよい日が最低でも週に２日必要です。

●アルコール性肝疾患
　アルコールが体内に入ってくると、肝臓は分解の作業を続けます。毎日飲めば、毎日肝臓は忙しく働きます。
これが続くと肝臓も疲れてきますし、肝臓の処理能力を超えてアルコールを飲めば肝臓に脂肪が蓄積していき
ます。これが脂肪肝です。脂肪肝では肝臓の働きが次第に悪くなり、それでも飲酒を続けていくと肝炎や、肝
臓の細胞が繊維状に硬くなって肝硬変に移行する危険性が大きくなります。動脈硬化や糖尿病のリスクも跳ね
上がります。
　日本酒換算で毎日５合を５週間程度飲んだだけで脂肪肝になると言われていますが、無症状です。更に飲酒
を続けていると約２割の人がアルコール性肝炎になります。症状は発熱、黄疸、右上腹部痛、食欲低下、吐き
気や嘔吐、下痢などです。１日３合以上飲む人を「大酒家」と呼びますが、これを20年以上続けると肝硬変にな
る危険性が高くなります。20歳から飲み始めて40歳過ぎると肝硬変のリスクが高くなるということになります。
　肝硬変になって飲酒をさらに続ければ、５年後に生存している人は29％ですが、断酒をすれば84％になります。

●アルコール性肝疾患と積算飲酒量
　喫煙にブリンクマン指数というものがあります。１日の喫煙本数に喫煙年数を掛け算したもので、これが
400を越えると肺がん発生の危険性が上昇すると言われています。アルコールの場合、毎日１合（アルコール
20gとして）だと１年に20×365＝約７kgとなります。これが１トン以上になると肝硬変が出始めるというデー
タがあります。

●肝臓のＳＯＳ
　肝臓は「沈黙の臓器」と言われます。よほどのことがない限り自覚症状は表れません。したがって、症状が出
たときには遅いことがあります。しかし、血液検査をするとＳＯＳのサインを確認することができますので、
ぜひＧＯＴ、ＧＰＴ、γＧＴＰをチェックしてください。特にγＧＴＰが100を超えたら危険信号ですので、
飲酒を止める時期です。今は症状がないから大丈夫だとは、くれぐれも思い込まないようにしてください。

●アルコールと性差
　女性は男性の半分の飲酒量でアルコール性肝疾患を生じる可能性が高くなります。女性で飲酒される方は注
意してください。

日本酒 チューハイ

1合　180ml 500ml

＝

正常な肝臓 脂肪肝 肝硬変
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長
年
、
絵
本
を
薦
め
る
仕
事
に
携

わ
っ
て
き
て
感
じ
て
い
た
こ
と
は
、

絵
本
は
子
ど
も
が
楽
し
む
た
め
の
本

と
思
っ
て
い
る
大
人
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、絵
本
に
は
、

人
の
生
き
方
や
愛
・
幸
せ
の
あ
り
方

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通

し
て
大
人
も
癒
や
し
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
疲
れ
て
い
る
と

き
に
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ
て
み
た

り
、一
人
で
静
か
に
読
ん
で
み
た
り
、

読
み
聞
か
せ
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と

で
も
癒
や
さ
れ
ま
す
。講
演
会
で
は
、

絵
本
が
大
人
も
楽
し
め
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
、
参
加
者
に
分
か
り
や
す

く
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

宮
西
さ
ん
の
絵
本
に
は
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
愛
や
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

絵
本「
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
」は
ま
さ
に
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
よ

う
に
家
族
を
守
る
強
い
、
で
も

ち
ょ
っ
ぴ
り
疲
れ
て
い
る
お
父
さ
ん

が
描
か
れ
て
い
て
、
お
父
さ
ん
に
感

謝
す
る
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。「
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
」シ

リ
ー
ズ
で
は
親
子
愛
、
兄
弟
愛
、
友
情
、

優
し
さ
、
思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
が
強
烈

に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
読
者
の

心
に
ほ
ん
の
り
と
し
た
暖
か
さ
を
呼
び

起
こ
し
、
人
と
の
付
き
合
い
方
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
宮
西
さ
ん
は
年
間
２
０
０
回

を
超
え
る
講
演
会
を
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
４
人
の
子
ど
も
の
お
父
さ
ん

で
、
子
育
て
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。講
演
会
で
は
、

時
間
い
っ
ぱ
い
絵
本
に
込
め
ら
れ
た
思

い
を
、
私
た
ち
に
楽
し
そ
う
に
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
聞
い

て
い
る
子
ど
も
の
姿
と
宮
西
さ
ん
の
顔

が
重
な
っ
て
、
不
思
議
な
一
体
感
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
ご
自
身
の
絵
本
に

対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
す
ご
い
ス
ピ
ー

ド
で
変
わ
っ
て
お
り
、
人
を
思
い
や
る

心
や
優
し
さ
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
時
に
こ
そ
、
絵
本
を
身
近

に
置
き
、そ
こ
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
家
庭
の
中
、
そ
し
て
生
活
の

中
に
取
り
入
れ
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　

お
は
な
し「
に
じ
の
会
」諸
田　
春
美

絵本から伝わるもの
～宮西達也さんの男女共同参画講演会に参加して～

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

友達を　助ける気持ち　捨てないで	 ６年　　小林　紗也

いやがらせ　やられた人は　どうだろう	 ６年　　西藤　　涉

なりたいな　正しいことを　する人に	 ６年　　横井　悠人

らくがきを　みんなでなくそう　心のきずも	 ６年　　藤本　結衣

見て聞いて　判断しよう　物事を	 ６年　　菊山　菜緒

藍住北小学校生徒作品

人権標語

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

総
会
・
講
演
会

日

時　
６
月
14
日（
金
）午
後
７
時
～
９
時

　
　
　
　
（
講
演
会
は
午
後
７
時
30
分
か
ら
）

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

演

題　

｢

違
い
を
楽
し
み
力
に
変
え
る

　
　
　
　

～
多
文
化
共
生“
新
”時
代
～｣

講

師　
に
し
ゃ
ん
た　

さ
ん　

　
　
　
　
（
羽
衣
国
際
大
学
准
教
授
）

 《
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》　

ス
リ
ラ
ン
カ

出
身
で
２
０
０
５

年
に
日
本
国
籍

取
得
。
２
０
０
８

年
に
日
本
女
性
と

結
婚
、
一
男
一
女

の
父
。
多
文
化
共
生
や
人
権
啓
発
の
ほ
か
、

日
本
に
来
て
感
じ
た
こ
と
や
国
際
交
流
に

つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
持
論
を

展
開
。
２
０
０
９
年「
社
会
人
落
語
初
代
日

本
一
決
定
戦
」に
て
準
優
勝
。
主
な
テ
レ
ビ

出
演
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ「
ペ
ケ
×
ポ
ン
」

「M
r.

サ
ン
デ
ー
」な
ど
。
ま
た
、
講
演
・
執

筆
活
動
な
ど
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
新
版
は『
日
本
で
知
っ
た「
幸
せ
」の

値
段
』（
講
談
社
）２
０
１
２
年
９
月
刊
行
。

問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

おとうさんは
ウルトラマン

おまえうまそうだな
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一
緒
に
花
の
苗
作
り
を
し
ま
せ
ん
か

〜
参
加
者
に
は
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
〜

　

子
ど
も
、
学
生
、
お
年
寄
り
の
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
！

　

苗
作
り
の
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
花
の
苗（
松
葉
ボ
タ
ン
、
ひ
ま

わ
り
等
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日

時　
５
月
25
日（
土
）９
時
～
10
時
30
分

場

所　
花
友
会
花
壇（
藍
翠
苑
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　
　
　
　

ル
場
東
側
）（
矢
上
字
原
）

　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
前
）

駐
車
場　
バ
ラ
園（
役
場
北
３
０
０
ｍ
）の
駐

　
　
　
　

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

準
備
物　
ス
コ
ッ
プ（
移
植
こ
て
）、
軍
手
、

　
　
　
　

飲
物（
必
要
に
応
じ
て
）

※
作
業
が
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、
花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体「
花
友
会
」が
、
緑
の
募
金
公
募
事
業

に
よ
る
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
す
。

問 

花
友
会
事
務
局（
教
育
委
員
会
内
）

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

花
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

　

花
友
会
で
は
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

（
午
前
中
１
時
間
程
度
）に
、
花
の
育
成
や
除

草
作
業
な
ど
花
壇
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
会
員
を
対
象
と
し
た
、
町
外
研

修
や
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
ど
の
見
学
会
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
・
問  

花
友
会
事
務
局（
教
育
委
員
会
内
）

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

軽
登
山「
次
郎
笈
か
ら
剣
山
へ
」

　

何
度
で
も
登
り
た
い
こ
の
コ
ー
ス
。
ぜ
ひ
ご一

緒
し
ま
し
ょ
う
。

日

時　
５
月
25
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
６
時
30
分
出
発

集
合
場
所　
総
合
施
設
駐
車
場

　
　
　
　
　
（
プ
ー
ル
跡
駐
車
場
）

対
象
者　
町
民
又
は
町
内
在
勤
者
、
若
し

　
　
　
　
　

く
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
で
日

　
　
　
　
　

帰
り
登
山
が
で
き
る
方

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
４
５
０
０
円

　
　
　
　
　

会
員
以
外
６
千
円

定

員　
20
人（
申
込
順
）

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
・
問  

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

大
麻
山
登
山
教
室

　

健
脚
試
し
に
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
!

日

時　
６
月
９
日（
日
）午
前
９
時
集
合

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費

　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員　

無
料

　
　

個
人
会
員
以
外　

５
０
０
円（
保
険
料
）

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
体
育
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

体
力
年
齢
は
い
く
つ
で
す
か
？

　

体
力
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
運
動
を
始
め

よ
う
と
思
う
方
も
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
。

期

間　
６
月
７
日（
金
）午
後
１
時
30
分
か
ら

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
町
民
又
は
町
内
在
勤
者

準
備
物　
上
履
き
、
水
分
、
タ
オ
ル
等

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
問
診
等
が
あ
り
ま
す
の
で
10
分
程

　

度
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

　
エ
コ
ア
ク
シ
ョン
21
は
、
事
業
活
動
の
中
で
二

酸
化
炭
素
や
廃
棄
物
の
排
出
削
減
な
ど
環
境

へ
の
取
組
を
進
め
る
た
め
の
手
順
を
定
め
た
中

小
事
業
者
向
け
の
環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

経
費
の
削
減
・
生
産
性
の
向
上
が
期
待
で

き
、
金
融
機
関
な
ど
の
優
遇
措
置
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
取
組
と
し
て
、
県
内
で
も
認
証

取
得
事
業
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
本
町
が
参
加
し
て
い
る
徳
島
東

部
定
住
自
立
圏
推
進
協
議
会
で
は
、
エ
コ
ア
ク

シ
ョン
21
認
証
取
得
を
目
指
す
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
、
作
業
の
解
説
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
無
料
セ
ミ
ナ
ー（
計
５
回
）を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
認
証
取
得
を
目
指
し
、
環
境

経
営
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
者　
町
内
の
事
業
者
・
団
体
等

申
込
期
限　
７
月
26
日（
金
）ま
で

事
前
説
明
会
の
開
催

　

認
証
取
得
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
概
要
や
支
援
内
容
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参

加
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時　
６
月
24
日（
月
）午
後
２
時
～
４
時

場

所　
徳
島
市
役
所
13
階（
大
会
議
室
）

定

員　
１
０
０
人（
申
込
順
）

申
込
期
限　
６
月
20
日（
金
）ま
で

申
・
問 

徳
島
市
環
境
保
全
課

（
☎
６
２
１・５
２
１
３
）

（
E
メ
ー
ル kankyo_hozen@

city.tok
ushim

a.lg.jp

）

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21 

認
証
取
得
セ
ミ
ナ
ー
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町民体育館落成記念公演（９月７日 (土 ) 午後２時開演）

～あいすむまちの音楽会～
オーケストラと共演するピアニスト募集

　現在建設中の、藍住町民体育館(仮称)を会場とした「とくしま国民文化祭記念管弦楽団」、通称「とくし
ま記念オーケストラ」による演奏会で共演してくださる方を募集しています。プロの演奏家と共演できる
貴重な機会ですので、皆さんからの多数の応募をお待ちしています。
課題曲（共演曲）
　Ａ組　サン・サーンス作曲「動物の謝肉祭」より
　　　　【11．ピアニスト】
　Ｂ組　サン・サーンス作曲「動物の謝肉祭」より
　　　　【1．序奏とライオンの王の行進】　【2．めんどりとおんどり】　【4．かめ】　【5．ぞう】
　　　　【7．水族館】　【12．化石】　【13．白鳥】　【14．終曲】
　※演奏会では、譜面を見て演奏していただきます。

　　　　教育委員会（☎637・3128）
（Eメールkyouiku@town.aizumi.tokushima.jp）

応募資格
　Ａ組　２人とも町在住の小・中・高生(ツェルニー１００番終了程度)
　Ｂ組　２人とも町在住又は町に通勤通学している方、若しくは町出身者
　※各組とも２人１組で申し込んでください。
募集人数
　Ａ組　デュオ２組(うち１組はアンダー )
　Ｂ組　デュオ２組(うち１組はアンダー )
参加費　無料
募集期限　５月20日(月)まで
申込方法　参加申込書を教育委員会までご持参ください
※参加申込書は、教育委員会に備えているほか、町ホームページからもダウンロードすることができます。
その他
　第２次審査で入賞された方には、次の日程のとおり、指揮者や演奏家によるレッスン、オーケストラ
とのリハーサルに参加していただくことを条件として、最優秀に選ばれた方には本公演に出演していた
だき、優秀に選ばれた方には本公演のアンダーとして参加していただきます。
　６月22日(土)　指揮者レッスン 藍住町コミュニティセンター
　７月13日(土)　演奏家によるレッスン 藍住町コミュニティセンター
　９月５日(木)　オーケストラリハーサル 板野町文化の館
　９月７日(土)　ゲネプロ・本公演 藍住町民体育館
　 ※レッスン日はもう１日追加となります（第１次審査日にお知らせします）。

第１次審査                    
日時　６月１日 (土 )
場所　コミュニティセンター (役場４階 )
方法　実技審査
課題曲　Ａ組　演奏曲目「ピアニスト」約３分
　　　　Ｂ組　演奏曲目「１」「２」「12」「14」
　　　　約７分
審査員　生駒 元 氏（徳島交響楽団専務）
　　　　生駒 純江 氏 ( ピアノ講師 )
　　　　町教育委員会教育長ほか

第２次審査
日時　６月９日 (日 )
場所　コミュニティセンター (役場４階 )
方法　実技審査
課題曲　第 1次審査と同じ
審査員　村崎 和子 氏（徳島文理大学音楽学部教授）
　　　　生駒 元 氏 ( 徳島交響楽団専務 )
　　　　町教育委員会教育長ほか
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健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

　

健
康
科
学
を
学
び
な
が
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
完
走
を
目
指
し
元
気
を
獲
得
し
ま
し
ょ
う
!

参
加
費　
６
月
３
日（
月
）～
10
月
28
日（
月
）

　
　
　
　
　

毎
週
月
・
木
曜

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場

所　
藍
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

対
象
者　

18
歳
以
上
の
町
民
又
は
町
内

　
　
　
　
　

在
勤
者
で
、
医
師
か
ら
運
動
を

　
　
　
　
　

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
方

指
導
者　
徳
島
大
学
教
授　

小
原　

繁
氏

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
２
千
円

　
　
　
　
　

会
員
以
外
４
千
円（
別
途
、
保

　
　
　
　
　

険
料
１
８
５
０
円
が
必
要
で
す
）

定

員　
40
人（
先
着
順
）

申
込
開
始　
５
月
17
日（
金
）か
ら

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

藍
住
歩
こ
う
会 

「
正
法
寺
川

か
ら
吉
野
川
へ
」約
８
k 。

日

時　
５
月
26
日（
日
）午
前
９
時
45
分
～

　
　
　
　
　

午
後
１
時（
10
時
出
発
）

集
合
場
所　
緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員　

無
料

　
　
　
　
　
個
人
会
員
以
外　

３
０
０
円（
保
険
料
）

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

受
講
期
間　
６
月
～
７
月

　
　
　
　
　
（
各
講
座
、
全
８
回
）

受
講
資
格　
町
内
在
住
者
又
は
在
勤
者
で

　
　
　
　
　

20
歳
以
上
の
方（
学
生
を
除
く
）

申
込
期
間　
５
月
16
日（
木
）～
22
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

☆
各
講
座
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め

て
の
方
を
優
先
し
て
抽
選
を
行
い
ま
す
。

当
選
者
に
は
、
５
月
31
日（
金
）ま
で
に
書

面
で
通
知
し
ま
す
。

☆
応
募
者
が
少
な
い
講
座
は
、
開
講
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆ 

各
講
座
の
受
講
料
は
、
２
か
月
分
と
な

り
ま
す
。

☆
各
講
座
は
、
材
料
費
等（
テ
キ
ス
ト
代
）が

別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

☆
受
講
日
・
受
講
時
間
は
、
都
合
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
６
３
７・３
１
３
０
）

　
　
　
　
※
火
曜
日
休
館

２
０
１
３
年
度
前
期

外
国
人
対
象 

日
本
語
教
室

　

外
国
人
の
方
を
対
象
と
し
た
日
本
語
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講
者
の
日
本
語
力

に
合
わ
せ
て
３
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

日

時　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分　

Ａ
コ
ー
ス
、
Ｂ
コ
ー
ス（
交
互
開
催
）

Ｃ
コ
ー
ス（
毎
週
開
催
）

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

内

容

◆
Ａ
コ
ー
ス（
中
級
教
室
）　

　

日
本
語
教
師
に
よ
る
教
室
形
式（
全
10
回
）

◆
Ｂ
コ
ー
ス（
初
級
教
室
）　

　

日
本
語
教
師
に
よ
る
教
室
形
式（
全
10
回
）

◆
Ｃ
コ
ー
ス（
初
級
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
）　

　

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ロ

　

ン
形
式（
全
20
回
）

参
加
費　
各
コ
ー
ス
５
０
０
円　

※
別
途
、
コ
ー
ス
ご
と
に
次
の
テ
キ
ス
ト
が

　

必
要
で
す
。

Ａ
コ
ー
ス「
新
日
本
語
の
中
級
」

Ｂ
コ
ー
ス「
み
ん
な
の
日
本
語
初
級
Ⅱ
」

Ｃ
コ
ー
ス「
み
ん
な
の
日
本
語
初
級
Ⅰ
」　

申
・
問 I

’s（
町
国
際
交
流
協
会
）事
務
局

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
６
９
２・９
９
５
１
）

（
E
メ
ー
ル aizum

i_kokusai@
garnet.

nm
t.ne.jp

）

募集 !! 

講 座 名 曜 日 時　　間 定 員 受講料 参加対象 場　　所

基 礎 講 座 （昼）   毎週水曜日 午後１時30分～
３時 10人 5,000円 筆記用具、テキスト 町民情報プラザ

基 礎 講 座 （夜）   毎週水曜日 午後７時30分～
９時 10人 5,000円 筆記用具、テキスト 町民情報プラザ

ワード・エクセル講座 
（昼） 毎週金曜日 午後１時30分～

３時 10人 5,000円 筆記用具、テキスト 町民情報プラザ

ワード・エクセル講座 
（夜） 毎週金曜日 午後７時30分～

９時 10人 5,000円 筆記用具、テキスト 町民情報プラザ

平成25年度前期パソコン教室
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ま
ち
ゼ
ミ
講
演
会

　

町
商
工
会
で
は
、
街
の
賑
わ
い
創
出
事
業

と
し
て「
ま
ち
ゼ
ミ
」を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

た
び
、
皆
さ
ん
に「
ま
ち
ゼ
ミ
」に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

｢

ま
ち
ゼ
ミ｣

と
は

　

お
店
の
店
主
・
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
り
、

プ
ロ
な
ら
で
は
の
専
門
的
な
知
識
や
情
報
、

コ
ツ
を
無
料
で
受
講
者
に
伝
え
る
少
人
数
制

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
す
。

日

時　
６
月
６
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分

場

所　
町
商
工
会
館

内

容　
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
　
　
　
　
“
ま
ち
ゼ
ミ
”と
は

講

師　
岡
崎
ま
ち
ゼ
ミ
の
会

　
　
　
　
　

代
表 

松
井　

洋
一
郎
氏

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル

申
・
問 

商
工
会 

（
☎
６
９
２・２
８
１
６
）

（
F  ６
９
２・８
９
７
６
）

（E

メ
ー
ル tsci2200@

tsci.or.jp

）

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群

地
域
ふ
れ
あ
い
感
謝
デ
ー

徳
島
航
空
基
地
一
般
公
開

日

時　
５
月
19
日（
日
）午
前
８
時
～
午
後
３
時

内

容

◆
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
２
㎞
）

　

午
前
11
時
30
分
ス
タ
ー
ト

◆
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
飛
行

◆
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

ほ
か

問 

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
司
令

　

    

部
広
報
室（
☎
６
９
９・５
１
１
１
）

男
性
料
理
教
室

日

時　
５
月
29
日（
水
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

対

象　
男
性

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

内

容　
に
ん
じ
ん
コ
ロ
ッ
ケ
、
に
ん
じ
ん

　
　
　
　

ポ
タ
ー
ジ
ュ　

ほ
か

定

員　
20
人（
申
込
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
期
間　
５
月
17
日（
金
）～
23
日（
木
）

主

催　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言
無
料
相
談
会

　

認
知
症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
た
め
に
、
日
常
生
活
で
不
利
益
を

被
っ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、「
成
年

後
見
制
度
」が
あ
な
た
や
家
族
を
守
り
ま
す
。

ま
た
、
相
続
や
遺
言
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
偶
数
月
第
１
水
曜
日
に
無
料
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日

時　
６
月
５
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階（
相
談
室
）

主

催　
一
般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

問 

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
１
丁
目
41

県
行
政
書
士
会
内（
☎
６
２
６・２
０
８
３
）

日　時　６月16日（日）午前10時〜午後３時
場　所　福祉センター（緑の広場南側）
内　容
◆オープニングセレモニー（午前10時から）
＜午前の部＞
・紙芝居
・人形劇
・バルーンアート
＜午後の部＞
・ヒーローショー（正午から）
・製作コーナー（オリジナルかさ・モール工作・メッセー
　ジカードづくり　等）
・木のおもちゃコーナー
※そのほか、模擬店（フライドポテト、アメリカンドック、
　スーパーボールすくい等）も行っています。
主　催　藍住子育て環境づくり「あいっこ」

問  教育委員会（☎637・3128）

～雨季ウキ・ワクワク～
ウ　　キウ キウ キ

あいずみ子どもフェスティバルあいずあいず
第 16回

日
赤
社
費
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

５
月
は
、
日
赤
社
費
募
集
月
間
で
す
。
日

赤
社
費
は
国
内
外
を
問
わ
ず
、
災
害
時
の
医

療
救
護
活
動
や
、
献
血
に
よ
る
輸
血
用
血
液

の
確
保
な
ど「
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
」を
守

る
各
種
人
道
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

募
集
は
、
地
域
の
駐
在
員
や
役
員
、
婦
人

会
の
支
部
長
な
ど
の
方
を
通
じ
て
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
６
９
２・９
９
５
１
）
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

問 ⑩

〜
飼
い
主
さ
ん
へ
〜

ワ
ン
ニ
ャ
ン
だ
よ
り

図
書
館
の
行
事

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
～
２
時
30
分   

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

　

５
月
22
日（
水
）、
６
月
12
日（
水
）

　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時   

井
隈
読
書
会

　

６
月
６
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

テ
ー
マ
本 

「
り
か
さ
ん
」　 

梨
木
　
香
歩 

著

廃
棄
雑
誌
の
提
供

　

図
書
館
で
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
を
無

料
で
希
望
者
に
提
供
し
ま
す
。

期

間　
５
月
18
日（
土
）～
６
月
２
日（
日
）

◎
休
館
日
▼
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

▼
図
書
整
理
日
…
５
月
16
日（
木
）

◎
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
！

　

図
書
館
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く

だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

或
る
点
の
水
墨
画
展
～
中
原
博
～

　

風
景
画
、
油
彩
画
の
模
写
、
似
顔
絵
、
人

物
、
仏
像
等
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ブ
ッ
ダ（
釈
迦
）の
無
・
空
・
悟
り
や
哲
学
の

根
幹
を
抽
象
画
で
表
現
し
た
作
品
も
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期

間　
５
月
31
日（
金
）ま
で

場

所　
藍
の
館（
展
示
室
）

藍
の
館
作
品
の
展
示
即
売

　

子
ど
も
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・

の
れ
ん
・
日
傘
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期

間　
６
月
１
日（
土
）～
６
月
30
日（
日
）

場

所　
藍
の
館（
展
示
室
）

＊
藍
の
館
で
は
、
染
め
物
持
込
み
に
よ
る
藍
染
体

験
が
で
き
ま
す
。

　

思
い
入
れ
の
あ
る
古
く
な
っ
た
洋
服（
し
み
が
付

い
た
も
の
・
黄
ば
ん
だ
も
の
）な
ど
を
藍
染
め
で
よ

み
が
え
ら
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

自
然
素
材
の
木
綿･

麻･

シ
ル
ク
は
よ
く
染
ま
り

ま
す（
記
憶
形
状
・
Ｕ
Ⅴ
カ
ッ
ト
は
不
可
）。

　

持
込
み
体
験
価
格

　

１
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク
の
み
１
ｇ
30
円

第
１
日
曜
日　
琵
琶
演
奏
体
験　
　
　

第
１
月
曜
日　
ぞ
め
き
演
奏　
　

第
２
日
曜
日　
尺
八
演
奏　
　
　
　
　

第
３
日
曜
日　
琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　
梅
若
流
民
謡
啄
穂
会　

※
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２・６
３
１
７
）

　

飼
い
猫
に
避
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け

さ
せ
ず
、
外
を
自
由
に
出
歩
か
せ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

猫
は
発
情
期
に
独
特
の
大
き
な
鳴
き

声
を
出
し
ま
す
。
深
夜
や
明
け
方
に
そ

の
鳴
き
声
を
出
し
、
ご
近
所
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
あ
な
た
の
知
ら
な
い
所
で
交
尾
を

し
、
不
幸
な
子
猫
た
ち
を
た
く
さ
ん
生

み
出
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　

一
生
に
一
度
の
避
妊
・
去
勢
手
術
を

し
て
、
愛
猫
た
ち
の
繁
殖
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
の
は
、
飼
い
主
で
あ
る

あ
な
た
だ
け
で
す
。
飼
い
主
の
責
任
と

し
て
、
不
幸
な
猫
た
ち
が
生
ま
れ
な
い

よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

県
動
物
愛
護
推
進
員　

花
木
・
西
岡

問 

生
活
環
境
課

（
☎
６
３
７・３
１
１
６
）

桜あかり楽しむ
〜エコキャンドル〜

　3月30日に、ライオンズ公園の桜が
エコキャンドルの光に包まれました。
エコキャンドルは、商工会（グリーン
ファンドAIZUMI）が町内9か所で回
収した、使用済み食用油を再利用し
て作成したもので、平成22年から春
の恒例行事となっています。今年も
500個のあかりに照らされた幻想的な
夜桜が、訪れた多くの人の目を楽しませてくれました。
　また、今後の予定として、7月にエコキャンドル作りの
ワークショップ、8月16日にはエコキャンドルの送り火を
予定しています。

 問  商工会（グリーンファンドAIZUMI）
　   （☎692・2816）

◆食用廃油の回収にも、ご協力をお願いします。
回収場所　
・老人憩いの家８か所（乙瀬を除く）
・商工会
※ペットボトルに入れて、回収箱にお願いします。

徳島ヴォルティスを皆さんで応援に
行きましょう!!
●ホームゲームご案内
　５月26日（日）午後１時から
　　　　　　　VS 東京ヴェルディ
　６月14日（金）午後７時から
　　　　　　　VS 松本山雅FC
●試合会場
 　ポカリスエットスタジアム
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（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

山　田　梨　乃 （り　 の） 女 光 賢 ・ 尚 美 奥野字原

野　口　羽　葵 （う　 き） 女 悟 ・ 優 夏 勝瑞字成長

森　　　桜　楽 （さ く ら） 女 宣 行 ・ 偉伏希 矢上字北分

生　田　　　彩 （あ　 や） 女 雅 之 ・ 和 美 勝瑞字幸島

藤　井　悠　天 （ゆ う ま） 男 健 一 ・ 智 子 住吉字逆藤

前　原　　　功 （こ　 う） 男 永 ・ 陽 子 東中富字北傍示

田　村　若　菜 （わ か な） 女 直 也 ・ 由 佳 矢上字原

田　渕　結　翔 （ゆ い と） 男 裕 之 ・ 香 織 矢上字安任

大　平　龍　生 （りゅうせい） 男 貴 也 ・ 美 穂 勝瑞字成長

森　本　　　佑 （た す く） 男 誠 ・ 絵 里 勝瑞字東勝地

髙　橋　　　凛 （り　 ん） 女 祐 也 ・ 亜里沙 矢上字安任

鳥　羽　奏　佑 （そうすけ） 男 英 貴 ・ 展 代 勝瑞字幸島

豊　原　結　翔 （ゆ い と） 男 圭 司 ・ 智 子 東中富字北傍示

田　中　心　都 （こ　 と） 女 孝 弘 ・ 真 衣 徳命字前須東

濵　　　知　優 （ち ひ ろ） 男 優 一 ・ 知 世 矢上字北分

里　木　順　正 （じゅんせい） 男 正 典 ・ 奈 々 勝瑞字正喜地

長　尾　花　恋 （か れ ん） 女 高 広 ・ 亜沙美 乙瀬字中田

久　野　　　湊 （み な と） 男 泰 稚 ・ 都 徳命字前須東

（氏 名） （年 齢） （住  所）

岩　佐　壹　三 93歳 勝瑞字東勝地

向　　　信　昭 80歳 東中富字鑓場傍示

近　藤　キヌ子 93歳 徳命字前須西

谷　　　種　一 90歳 矢上字北分

篠　塚　德　葊 82歳 住吉字逆藤

新　井　拓　享 24歳 東中富字長江傍示

古　川　真紀子 36歳 住吉字江端

西　岡　キクヱ 92歳 東中富字北傍示

岡　本　敏　雄 70歳 笠木字東野

佐　藤　吉　一 89歳 徳命字小塚

岡　本　　　千 80歳 住吉字逆藤

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよ
う、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーショ
ン等の内容で各地域老人憩の家で開催しますので、
お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時 間 場 所 内 容

５月15日 水 午前９時30分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

５月15日 水 午後１時30分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
カラオケ

５月17日 金 午後１時30分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

５月20日 月 午前９時30分～11時 住吉老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

５月27日 月 午前９時30分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

５月27日 月 午後１時30分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

６月３日 月 午後１時30分～３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

６月４日 火 午後１時30分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

６月５日 水 午後１時30分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
レクリエーション

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定、検尿）・健康体操、レクリエーショ
　　  ン等を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内
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地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
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医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

診療時間

8:45～12:30

14:30～17:30

月 火 水 木 金 土

院長　棚本　洋文
㈳日本耳鼻咽喉科学会　認定　耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会　認定　アレルギー専門医

TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる

じ　　び　いん こう　か

西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

予約専用電話 088－683－3381
（ミミハチイチバン）

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

禁煙指導・健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前9:00～12:30
午後2:30～　6:30

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。
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　この映画は、上勝町を舞台に、女性たちの活躍と友情が描かれた心温まる物語です。昨年公開され、全国を感動
で包み込んだ話題作を本町でも上映しますので、ぜひご覧ください。
上　映　日　６月15日（土）
上映時間　①午前10時　②午後２時　③午後６時
※開場時間は、上映開始30分前です。
上映場所　町民会館
入　場　料　一　　般　1，000円（前売券）
　　　　　　　　　　（一般当日券は1，500円）
　　　　　小中高生　800円（当日券のみ）

【内　容】
　典型的な過疎地であり、不況に苦しむ上勝町。この町で育ち、
これまでの人生で一度も主役になったことがない70～80歳代の
女性たちが、料理の脇役である葉っぱの「つまもの」を通して自
らの人生を輝かせていきます。
　この映画は、私たちに「何歳になっても夢は追いかけられる」 

「人生に遅すぎることはない」と優しく語りかけてくれています。

主　　催　町「人生、いろどり」上映実行委員会
問  社会福祉協議会（☎692・9951）

～藍住町　上映会～　「人生、いろどり」
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